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花
と
蘇
い
っ
ぱ
い
の

清
潔
な
町
並
み
、
魅
力
あ
る
施
設
が
随
所
に

靡
十
月
十
四
日
「
県
町
づ
く
り
大
会
」
で
報
告

八
月
六
日
か
ら
十
三
日
の
八
日
間
、
ド
イ
ツ
の
小
都
市
を
訪
問
し
た
県
視
察
団
　
（
副
団

長
福
田
町
長
）
　
は
各
都
市
の
市
長
な
ど
と
の
意
見
交
換
、
施
設
を
視
察
。

こ
の
施
設
等
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、

来
る
十
月
十
四
日
「
県
下
の
町
づ
く
り
大
会
」
に
視
察
団
の
四
市
町
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

発
表
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
視
察
の
模
様
な
ど
を
二
回
に
わ
た
っ
て
報
告
し
ま
す
。

▲あの有名なローレライの頂上からライン川を望む

ラ
イ
ン
川
下
り
の

一
大
拠
点
が

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
市

最
初
に
、
訪
れ
た
の
は
、
リ
ユ

ー
デ
ス
ハ
イ
ム
市
。
こ
こ
は
、
大

都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市

か
ら
車
で
一
時
間
の
所
に
あ
り
、

世
界
的
に
有
名
を
ラ
イ
ン
川
下
り

の
一
大
拠
点
の
町
で
す
。

こ
の
地
が
な
ぜ
ラ
イ
ン
川
下
り

の
一
大
拠
点
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、

ラ
イ
ン
川
の
川
幅
が
一
〇
〇
㍍
と

狭
く
、
し
か
も
二
五
㌔
に
わ
た
っ

て
続
い
て
お
り
、
川
下
り
と
し
て

地
理
的
条
件
が
最
適
で
あ
る
か
ら

で
す
。し
か
も
、
あ
の
有
名
な
ロ
ー
レ

ラ
イ
が
途
中
に
あ
り
、
両
岸
に
は

ド
イ
ツ
ら
し
い
家
並
み
や
ブ
ド
ウ

畑
が
一
面
に
広
が
る
と
と
も
に
山

合
い
に
は
多
く
の
古
城
が
点
在
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
を
感
じ
さ
せ

る
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
日
、
市
役
所
前
で

朝
市
が
行
わ
れ
る

▲新鮮な野菜・くだものがずらりと並ぶ

疇●

こ
の
リ
ユ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
市
に

は
ラ
イ
ン
川
下
り
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
ほ
か
、
狭
い
路
地
に
商
店
が

点
在
す
る
〝
つ
ぐ
み
横
丁
″
や
オ
ル

ゴ
ー
ル
館
そ
し
て
ワ
イ
ン
博
物
館

（
ブ
レ
ム
ザ
ー
城
）
を
ど
も
あ
り
ま
す
。

鰯

市
役
所
は
、
ホ
テ
ル
を
思
わ
せ
　
㈲

る
建
物
で
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
立

寄
る
こ
と
が
で
き
る
た
た
ず
ま
い

で
し
た
。

こ
の
市
役
所
の
前
で
は
毎
日
朝

市
が
行
わ
れ
、
町
の
人
た
ち
は
、

新
鮮
を
野
菜
や
く
だ
も
の
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

▲ピアノ、ヴィオリンなど自動で
演奏するオルゴール

す
ぼ
ら
し
い
音
色
を

か
な
で
る

オ
ル
ゴ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い

世
界
一
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
館

こ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
館
は
、
基
本

的
に
館
長
個
人
の
も
の
で
、
収
納

品
は
、
三
〇
年
間
か
け
て
収
集
し

た
も
の
で
し
た
。

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
魅
力
に
ひ
か
れ
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収
集
し
た
も
の
を
現
在
は
別
会
社

と
し
て
修
理
工
場
を
営
み
を
が
ら
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
技
術
伝
承
、
後
継

者
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
と

館
長
は
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
ま
し

た
。館
内
を
説
明
す
る
ガ
イ
ド
に
つ

い
て
も
、
シ
ー
ズ
ン
中
（
四
月
中
旬

か
ら
一
二
月
ま
で
）
に
限
っ
た
契
約

雇
用
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
再
雇

用
は
退
け
、
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

感
覚
で
ガ
イ
ド
に
あ
た
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
、
ガ
イ
ド
は
六
人
（
大
半

が
大
学
生
）
。
一
人
ひ
と
り
が
数
か

国
語
で
説
明
が
で
き
、
九
か
国
語

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

ド

イ

ツ

一

の

ワ
イ
ン
産
地
に
あ
る

－
ブ
レ
ム
ザ
ー
城
－

ワ
イ
ン
博
物
館

ワ
イ
ン
博
物
館
は
、
こ
の
地
が

ド
イ
ツ
一
の
ワ
イ
ン
の
産
地
で
あ

り
、
か
つ
て
ラ
イ
ン
川
を
訪
れ
る

旅
人
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
城
を

市
が
買
い
取
り
、
一
九
五
〇
年
ご

ろ
か
ら
ワ
イ
ン
博
物
館
と
し
て
、

博
物
館
協
会
の
運
営
に
よ
り
一
般

公
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

館
内
に
は
へ
　
ワ
イ
ン
に
関
す
る

世
界
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
陳
列
さ

れ
る
の
を
は
じ
め
古
代
か
ら
の
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
を
ど
や
ワ
イ
ン
製
造

に
関
す
る
道
具
も
あ
り
、
見
所
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
か
ら
の
を
が
め
は

す
ぼ
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
ラ
イ

ン
川
、
市
の
家
並
み
、
小
高
い
丘

に
は
、
緑
一
色
の
ブ
ド
ウ
畑
が
ひ

ろ
が
り
、
一
度
訪
れ
た
ら
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
風
景
で
し
た
。

リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
市
を

－
外
国
人
－

訪
れ
る
観
光
客
の

大
半
は
日
本
人

リ
ユ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
市
を
訪
れ

る
観
光
客
は
年
間
二
七
〇
万
人
。

そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
は
半
数

で
、
そ
の
大
半
が
日
本
人
観
光
客

で
す
。
目
当
て
は
、
や
は
り
ラ
イ

ン
川
下
り
。

特
に
、
日
本
人
の
場
合
は
、
多

く
の
観
光
地
を
観
て
回
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
の
滞
在
時
間

が
非
常
に
短
く
、
市
自
体
に
滞
在

す
る
時
間
は
平
均
わ
ず
か
四
五
分

と
通
過
地
点
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
リ
ユ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム

市
で
は
、
市
内
の
観
光
名
所
を
ゆ

っ
く
り
と
観
て
い
た
だ
く
た
め
の

方
策
や
問
題
点
に
つ
い
て
語
っ
て

い
ま
し
た
。

例
え
ば
観
光
客
の
宿
泊
面
で
も
、

年
間
に
約
三
四
万
人
。
観
光
客
全

体
か
ら
み
る
と
、
わ
ず
か
を
数
で
、

▲ブドウ畑のなかにそそり立つワイン
博物館のブレムザー城

▲リューデスハイム市の観光スポット

“つぐみ横丁’’

こ
れ
は
、
宿
泊
ベ
ッ
ド
数
が
少
な

い
と
い
う
問
題
点
を
か
か
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

最
近
の
観
光
客
の
傾
向
は
、
高

級
化
、
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の

要
求
に
応
え
る
宿
泊
施
設
が
全
体

の
二
〇
泥
に
過
ぎ
ず
、
改
善
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
総
生
産
高
の
四
〇

霊
に
あ
た
る
ワ
イ
ン
で
は
あ
る
が
、

物
産
の
ワ
イ
ン
に
は
他
の
も
の
が

あ
り
、
地
元
の
ワ
イ
ン
販
売
に
力

を
注
ぐ
べ
き
だ
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
の
二
九
人
議
員
の
を

か
で
観
光
事
業
に
携
っ
て
い
る
方

が
ひ
と
り
も
な
く
、
こ
れ
だ
け
の

観
光
地
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
観
光

事
業
者
の
を
か
か
ら
議
員
を
出
し

行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

二
年
後
に
は

観
光
局
を
民
営
化

説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ベ
ー

タ
ー
・
フ
シ
ベ
ル
ト
観
光
局
長
は

ド
イ
ツ
の
航
空
会
社
（
ル
フ
ト
ハ
ン

ザ
航
空
）
で
か
つ
て
働
い
て
お
ら
れ
、

そ
の
国
際
経
験
を
生
か
し
て
市
と

契
約
し
て
現
在
、
働
い
て
お
ら
れ

る
方
。
今
後
、
市
の
方
向
性
と
し

て
観
光
局
自
体
を
民
営
化
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
、
あ
と
二
年
ぐ
ら

い
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

小
さ
を
観
光
都
市
で
の
民
営
化

は
初
め
て
で
あ
り
、
市
が
観
光
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（3
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会場に大爆笑の嵐
田丁民 育大会 ・江尾会場

▲そろいのユニホームがきまって

いた柿原部落。チームワークも抜

群で大会最高の好成績でした。

「かぐや姫の里」と「竹炭」もし

っかりP R。さすがです。

▲二人の呼吸をピタッと合わせて

「夫婦リレー」は、一段と歓声が

あがります。

～特産品リレー大特集～
江尾会場の今年のメイン競技？

「奥大山の水」、豆腐「奥大山」、花二輪と

江府町を代表する特産品が味わえます。

選手の真剣さが大爆笑をよんでいました。

▲「まだ、だめ？」「だめです」

F隼警攣「「妄
仁／ト＿＿7　“1

▲「私、真剣です！」

▲「くっ、苦しい…」

奥
大
山
の
水
（
五
〇
〇
や
ス
ト
ロ
⊥
　
豆
腐
「
奥
大
山
」
〓
丁
）

花
　
二
　
輪
（
三
個
）

寧

j■■

▲「来年はビールにしてくれ！」

▲「うっ、うめエー！」

▲「ガォー！」

（4）
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秋空lこ響きわたる歓声
田丁民 育大会 ・明倫会場

▲子供伯書天神ばやし太鼓がオープニングに花を
漆えました。

▲奥さんを気付かうやさしい
旦那さん

▲呼吸を合わせて、ゴールを
めざします。

9月15日、江府町運動公園総合グランド

と明倫小学校で町民体育大会が開催されま

した。両会場とも晴天に恵まれ大歓声が響

きわたり、白熟した中にもなごやかで楽し

い一日でした。両会場の選手の皆さんの活

躍を写真でふりかえってみたいと思います。

なお、町民体育大会・俣野会場は9月22日、

子供の国保育園は9月23日に開催予定です

が原稿〆切りの都合で来月の紹介とします。

また、9月15日に予定されておりました

町民体育大会・米沢会場は中止となりました。

⑳l

▲集中してても、隣りが気になります（鯛つり）夢

～珍競技「食欲の秋」大特集～

▲「…………」

（5）

▲「来年はよく冷やしといて下さい」

▲「おいっしい－！」
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鎗
白
岩
崇
里
勝

田
⑯
自
習
守

＝
高
齢
者
（
九
十
二
歳
以
上
）
を
3
2
人
顕
彰
＝

数
え
年
九
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
三
十
二
人
、
次
の
と
お
り

掲
載
し
て
い
る
方
）
　
に
福
田
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を
訪
問
し

記
念
品
と
目
録
を
贈
り
、
ご
家
族
に
は
、
介
護
年
手
当
金
と
感
謝

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
′
爪
r
い

ま
た
、
数
え
年
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
九
四
各
に
は
、
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
　
二
　
福
田
　
岩
雄
㌔
（
九
十
五
歳
）
　
洲
河
崎
　
影
山
み
つ
よ
㌔
（
九
十
三
歳
）
　
㈲

（
福
田
絹
江
㌔
父
）

（
影
山
文
夫
㌔
母
）

本
　
三
　
川
上
　
智
悪
㌔
（
九
十
五
歳
）
　
　
新
一
竹
内
　
郁
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
川
上
雄
右
㌔
母
）

（
竹
内
節
子
㌔
母
）

新
　
道
　
仲
田
　
政
子
㌔
（
九
十
四
歳
）
　
　
新
　
二
　
川
崎
　
仁
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
川
崎
　
偉
㌔
父
）

▲福田町長から記念品などが手渡されました（御机）

久
　
速
　
水
下
す
み
よ
㌔
（
百
一
歳
）

（
水
下
　
博
㌔
母
）

御

机
　
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
九
歳
）

（
川
上
八
千
穂
㌔
母
）

柿　　　　下

小
椋
あ
さ
の
㌔
（
九
十
九
歳
）

（
小
椋
　
博
㌔
母
）

原
　
奥
田
を
た
ね
㌔
（
九
十
九
歳
）

（
奥
田
　
薫
㌔
母
）

井
上
　
柳
次
㌔
（
九
十
八
歳
）

（
井
上
昭
宣
㌔
祖
父
）
●

貝
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
㌔
（
九
十
八
歳
）

（
遠
藤
規
矩
雄
㌔
母
）

下
蚊
屋
　
白
根
　
タ
キ
㌔
（
九
十
七
歳
）

（
仲
田
健
治
㌔
祖
母
）

吉
　
原
　
天
野
　
都
治
㌔
（
九
十
七
歳
）

（
天
野
日
出
男
㌔
父
）

下
蚊
屋
　
宮
尾
美
智
子
㌔
（
九
十
五
歳
）

（
小
椋
俊
夫
㌔
縁
故
者
）

袋
　
原
　
新
見
　
栄
子
㌔
（
九
十
五
歳
）

西
　
成
　
妹
尾
　
こ
う
㌔
（
九
十
四
歳
）

（
妹
尾
治
夫
㌔
母
）

貝
　
田
　
車
　
　
琴
㌔
（
九
十
四
歳
）

（
単
　
数
照
㌔
母
）

新
　
道
　
仲
田
　
勇
㌔
（
九
十
四
歳
）

下
安
井
　
徳
岡
　
恒
一
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
徳
岡
卓
史
㌔
父
）

本
一
川
上
　
鳴
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
川
上
博
久
㌔
母
）

大
　
満
　
徳
岡
　
貞
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
徳
岡
正
人
㌔
母
）

洲
河
崎
　
浦
部
ち
ゑ
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
浦
部
　
健
㌔
母
）

洲
河
崎
　
影
山
ま
す
よ
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
影
山
頼
美
㌔
母
）

下
蚊
屋
　
各
務
　
亀
市
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
各
務
英
明
㌔
父
）

美
　
用
　
下
垣
き
ん
ゐ
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
下
垣
敏
雄
㌔
母
）

新
　
道
　
宇
田
川
き
く
の
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
宇
田
川
誉
夫
㌔
母
）

本
一
白
石
し
げ
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
白
石
勝
辰
㌔
母
）

貝
　
田
　
谷
田
　
益
代
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
谷
田
和
男
㌔
祖
母
）

池
の
内
　
加
藤
　
政
吉
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
加
藤
哲
朗
㌔
父
）

下
蚊
屋
　
仲
田
　
槌
治
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
仲
田
健
治
㌔
祖
父
）

下
安
井
　
三
輪
　
静
子
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
三
輪
　
勝
㌔
母
）
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紗

～
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
を
乗
せ
て
～

交
通
安
全

皇
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
膵
来
町

九
月
二
日
に
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
「
み
ん
な
で
進
め
る
交

通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
　
（
主
催
‥
社
団
法
人
全
国
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
）
が
江
府
町
を
訪
問
。

上
之
段
広
場
に
お
い
て
、
伯
者
天
神
ば
や
し
太
鼓
保
存
会
と
子
供

の
国
保
育
園
の
ご
協
力
に
よ
り
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲伯曹天神ばやし太鼓保存会の皆さ
んによる太鼓の披露

▲宝く　じ福祉号

地
震
発
生
〃

そ
の
時
あ
な
た
は
…

防
災
訓
練
実
施

九
月
四
日
、
県
西
部
地
区

を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
鳥
取
県
西

部
地
区
で
震
度
六
の
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
の
も
と

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
の
国
保
育
園
よ
り
火

災
が
発
生
し
保
母
の
誘
導
に

よ
り
園
児
は
速
や
か
に
避
難

し
ま
し
た
が
、
保
母
一
人
と

園
児
数
名
が
園
内
に
と
り
残

さ
れ
町
消
防
団
、
広
域
消
防

が
現
場
に
直
行
。
本
部
と
現

場
で
連
携
を
と
り
な
が
ら
無

事
救
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
火
器
を
使
っ
て

の
消
火
訓
練
も
実
施
さ
れ
、

災
害
に
そ
を
え
て
、
真
剣
を

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲キャラバン隊に激励の言葉を
おくられる、藤会長
（江府町交通安全母の会）

宝くじ助成事業、ワゴン車購入

町
で
は
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
、
柔
軟
を
社
会
福

祉
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

巡
回
訪
問
車
両
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
検
診
、
独

居
老
人
の
訪
問
指
導
な
ど
に
機
動

力
あ
る
福
祉
活
動
が
図
ら
れ
ま
す
。

を
お
、
本
事
業
は
自
治
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

平
成
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

璽転…毒堅さ瑠・－≠一転應

▲消火活動にあたる消防団員（保育園）

（7）
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ら　せ

中一疇参

1⑳

●開催日時

●開催場所

●日　　程

平成8年11月3日（目）

午後5時30分　～　午後9時

米子国際ホテル

受　　付　　　　　　　　　午後5時30分

開会式　　　　　　　　　午後6時

立食パーティ一・自己紹介　午後6時15分

生バンド演奏

ゲーム

ペア投票等

記念品贈呈

閉会式

午後8時45分

午後9時

●参加費　　　2，000円

●申込先（問い合わせ先）

〒683　　米子市椛町1－160

鳥取県西部総合事務所

米子地方農林振興局　農林振興課

℡0859（31）9652

●締め切り

〒680－70　鳥取市東町1－220経営指導課内

㈲鳥取県農業担い手育成基金

℡0857（26）7274

もしくは、役場農林振興課まで　℡（75）2211

平成8年10月25日（劫　男女50人まで

当日は鳥取県で 1 日農業体験 された関西方面の女性

20人程度が参加 します。

●主　　催　　　西部地区農業担い手結婚対策協議会

せいぶ圏農業・農村連携システム推進機構

⊂衰泰登記無難肋こ豪由コ
鳥取県内の土地家屋調査士が無

料相談を下記の要領でお受けしま

す。

①　鳥取県土地家屋調査士全会員

各事務所

平成8年10月1日㈹～15日伏）

（土・日・祝日を除く）

午前9時～午後4時

②「，95とっとり産業技術フェア」

会場（鳥取産業体育館）

平成8年10月25日（封～26日比）

午前10時～午後5時

●相談内容

土地境界問題及び土地・建物

の表示に関する登記の相談

●問い合わせ先

鳥取市西町2丁目419番地

鳥取県土地家屋調査士会

事務局　℡0857（22）7038

⊂脚棚鶏でコ
10月1日～7日は「公証週間で

す。この期間中には、公証役場で

無料公証相談所が開設され公正証

書に関しての法律相談を行をって

います。

重要を取引に関する契約書や遺

言書をどでお悩みの方は、お気軽

にご相談下さい。

●問い合わせ先

鳥取公証入会　　0857（24）3030

鳥取地方法務局　0857（22）2191

rとび出すと幸のかいじゆうやってくる」
（8）
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お　知
己等踪競蒜］
役所の仕事について、苦情や意

見、要望をどがありましたら、次

の所で相談所が開設されますので

お気軽にご相談ください。

（事例）

道路標識が歩道に移転されたた

めに、ネコ車を押して通行できて

いたものが車道に出なくてほなら

なくなったため行政相談委員に苦

情の申し出がなされた。委員は交

安委員会に改善方を要請したとこ

ろ早速に改善された。

●日時　平成8年10月14日（月）

午前9時～正午

●場所　老人福祉センター

●行政相談委員　安江久夫（洲河崎）

※相談は無料で、口頭、電話、手

紙、いずれの方法でもかまいま

せん。

⊂＝纂八五：札二歳〉二所ん償二股＝コ

下記の日程で「暴力追放鳥取県

民会議・弁護士会・警察」共催の

暴力相談所を開設します。

相談は無料です。暴力団に関す

ることで困っている方、悩んでい

る方はご利用下さい。

（米子会場）

●日時　　平成8年10月9日㈱

午前10時～午後3時

●場所　　米子市加茂町

米子市役所2階会議室

（9）

職コ
西部健康福祉センターでは保健

福祉に関する総合相談窓口を開設

し面接、電話による相談を受け付

けています。お気軽にご利用下さ

い。

℡0859－31－9315

専門相談については、下記をご

利用下さい。

専門相談（電話、面接）

栄養、歯科、難病　0859（31）9318

乳幼児保健

医薬、エイズ、心

の相談

成人保健

福祉関係

生活保護

食品衛生

環境衛生

公害、廃棄物

ク（31）9317

ク（31）9319

ケ（31）9309

ク（31）9304

ク（31）9321

ク（31）9322

ク（31）9323

専門医師による面接相談

成人の健康相談　水曜日

受付（9：00～10：30）

乳幼児の発育相談　予約制（31）9318

遺伝、療育相談　予約制（31）9318

心の相談　　　　予約制（31）9317

※根雨保健所では保健に関する相

談を扱っています。℡（72）0041

西部健康福祉センター

（米子市東福原1－1－45）

⊂竺空讃認諾コ
鳥取県司法書士会では、無料法

律相談を下記の要領でお受けしま

すのでお気軽にご利用下さい。

●日時

平成8年10月5日仕）

午前10時～午後5時

●場所

米子市総合研修センター

（米子市東町160－1）

●相談内容

登記、供託、訴訟書類の作

成等、司法書士の業務に関

する相談

●問い合わせ先

鳥取市西町2丁目419番地

鳥取県司法書士会

℡0857（24）7013

●後援

日本司法書士会連合会

⊂二年末二欄小蓋政明‾会二コ

平成8年分給与所得者の年末調

整説明会を次の日程で行います。

●日時

平成8年11月19日伏）

午後1時30分～4時

●場所

溝口町中央公民館

●対象者

溝口町、江府町、日野町に

所在する徴収義務者

官公庁・個人の青色申告

事業者を除く

rみえないよきみの姿が車から」

態

al
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日韓親善

どんぐりフェスティバル開催
幼いころ、日が暮れるまで拾い集めたどんぐりの実。

日本ではかつて古代食として用いられてきたこのどんぐりは、韓国では「トトリ」といわれ、

今でも常食として食卓にのせられています。

このフェスティバルでは、韓国と日本のどんぐり食品の研究開発分野で活躍されている方々を

お迎えし、どんぐりの食文化に迫るとともに、特産品の開発、森林と水資源の保全と活用につい

てのシンポジウムをどを開催し、日韓の親善交流を深めます。

［些彗詣志蓑］⊂訂屏甘薯苫コロ旨

l■診

D日韓親善どんぐりフェスティバル

●日　時

平成8年10月13日（日）

午前10時～午後5時

●場　所

サンシャイン平安閣

（米子市米原5－5－1）

※会場に御自由におこし下さい。

●内　容

○大韓民国・東国大学
チャン　　ノ、ン　ギ

名誉教授　張　漠基氏講演

口　和歌山県本宮町長

全国森林交付税創設連盟会長

中山幸弘氏講演会

「森林と水を考える」

●日　時

平成8年11月2日出

午後6時～午後8時

●場　所

江府町山村開発センター

●お問い合わせ先

役場農林振興課℡（75）2211

○シンポジウム、物産販売、

アトラクションをど（参加費無料）

●お問い合わせ先

役場農林振興課℡（75）2211

◎主催／日韓親善どんぐりフェスティバル実行委員会

県事業コ
0森のまつり

●開催日

平成8年10月12日比）

～10月13日（日）

●場　所

米子市民体育館

（東山公園内）

●お問い合わせ先

鳥取県農林水産部林務課

℡0857（26）7299

※10月13日（目）は米子市民体育館と

サンシャイン平安閣間にシャト

ルバスを運行します。

崎◎後援／帥県・淀江町・江府町・日南町・大山山麓どんぐり村振興会・中国山地県境市町村連絡協議会

第3回江府町消防まつり開催

私たち消防キャンペーンレディが

ご案内します。

開催日　平成8年10月6日（目）

会　場　江府町町民総合運動公園

内　容　神楽・ちびっこ消防隊演技

バンド演奏・防災ウルトラクイズ

自衛消防隊競技会・防災訓練

自衛隊カレー試食コーナー

他

みなさん来てください。

（1仰
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人の動き
8月届

●お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護勧

吉　原　三輪　薬用　女　睦　美

御　机　伊達　悠菜　女　吉　章

発
行
・
江
府
町
役
場

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

●ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

本　五　木村喜太郎　87歳　本人

本　一　細田　岩雄　84歳　本人

御　机　川上　　貢　70歳　　仁

荒　田　林　喜代隆　74歳　本人

＊今月は結婚コーナーはありませ

んでした。

軸∈∃∈‖3匡茎掲
ト町報を担当するようになってから

編　二ヶ月がたとうとしています0
集　卜本編もさることをがら私が一番プ

印
刷
・
富
士
印
刷

レッシャーを感じ、なおかつ筆が進

まをいのが、この編集後記をるもの

です。

ト前担当のような物事を見抜く鋭さ

も、考えの深さも持ち合わせをい当

方としては、頼れるものは先輩の温

かい助言とばかりに真っ白の原稿用

紙を片手に近よると、「本をもっと

読みなさい」と一言。

ト思えば季節は秋の気配。皆さんも

ご一緒に「読書の秋」を満喫されて

はいかがでしょうか。　　（義）

職務代理　影山　登氏

は
影
山
坐
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
■
■
■
■
■
■

■

■

l

－
■
一
′

七
月
二
十
九
日
、

総
会
が
開
催
さ
れ
、

会
長
に
川
端
直
氏
、

端
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

職
務
代
理
に

直
　
氏

農
業
妻
具
合
会
長

入院時食事療養費の標準負担額が
平成8年10月より改定されます

入院時の1日の
食事代の標準負趨額

平成6年10月1日より
平成8年9月30日まで 平成8年10月1日以降

※住民税非課税世帯等の方は、役場福祉保健課福祉係で申請

し、「標準負担額減額認定証」の交付を受けてください。

病院の窓口では、この減額認定証を提示してください。入

院が90日を超える場合には、さらに減額されますので再度、

（芸≡慧三讐≡警は、高額療養費を算定する自己負担）

「みなさんのご理解とご協力をお願いします」

●問い合わせ先　　役場福祉保健課福祉係　℡（75）3223

世帯数1，241世帯（－3）人口4，435人（－8）男2，104人（－3）女2，331人ト5）（）は前月比　7月末

（11）
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琶　愚・　　　ゝ　靖

1中、

鴎●

少しすました顔がとても素敵な芦立さん。やさしい

看護婦さん目指して只今奮闘中。

局毎領袖守
や沙留⑳

国立病院看護学校生芦立典子さん（21歳）

＊看護婦になろうと思ったきっかけは？

父が亡くなった時に、親切にしてくださった看

護婦さんのイメージが強く残っていて憧れていた

からです。

＊どんな看護婦さんになりたいですか？

いつも元気で笑顔を忘れない看護婦さん。

＊仕事（研修）はどうですか？

患者さんの死に直面した時など幸い時もありま

すが、患者さんとのふれあいが楽しいです。

最近では、病室に看護に行くと患者さんが私が

来るのを待っていてくださるように在り、とても

嬉しく思っています。

＊趣味は何ですか？

学校のクラブでバスケットボールをやっていま

す。硬式テニスもやってみたいけど、卒業して就

職してからかをあ。

＊理想の男性は？

やさしい人がいいけど、私が間違ってる時には

しっかり叱ってくれる人。芸能人でいえば、江口

洋介さん。

＊町に一言どうぞ。

今のままの江府町が大好きです。

招

Soumu
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Soumu
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